
グ
リ
ム
兄
弟
「
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
（
通
称
「
グ
リ

ム
童
話
』
）
の
第
一
五
番
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

(
K
H
M
1
5
:
H
a
n
s
e
l
 

(1) 

u
n
d
 G
r
e
t
e
l
)
の
ド
イ
ツ
語
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
、
「
お
菓
子
の
家
」
が
登
場
し

な
い
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

貧
乏
な
木
こ
り
の
子
ど
も
二
人
が
、
食
糧
不
足
の
た
め
に
森
に
捨
て
ら
れ
、

空
腹
で
倒
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
さ
ま
よ
い
歩
く
。
そ
し
て
、
白
い
小
鳥
に
導

(2) 

か
れ
た
兄
妹
は
、
森
の
中
の
小
さ
な
家
へ
と
た
ど
り
着
く
。
近
く
で
見
る
と
、

「
そ
の
家
は
パ
ン
で
で
き
て
い
た
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
屋
根
が
焼
き
菓
子
で

葺
い
て
あ
り
、
窓
は
白
砂
糖
で
で
き
て
い
た
」
の
だ
。
も
う
お
気
づ
き
と
思
う

プ
ロ
ー
ト
ハ
ウ
ス

が
、
原
語
で
は
「
パ
ン
の
家
」

(
B
r
o
t
h
a
u
s
)

な
の
で
あ
る
。
屋
根
は
「
焼
き

ク

ー

ヘ

ン

菓
子
」
と
あ
る
が
、
こ
の
単
語
は
ド
イ
ツ
語
で

K
u
c
h
e
n
と
い
う
。
日
本
で

(3) 

も
お
な
じ
み
「
バ
ウ
ム
・
ク
ー
ヘ
ン
」
の
ク
ー
ヘ
ン
で
あ
り
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー

キ
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
い
も
の
か
ら
、
ク
ッ
キ
ー
の
よ
う
に
少
し
固
め
の
も
の

ま
で
、
火
が
通
っ
た
「
焼
き
菓
子
」
を
幅
広
く
指
し
示
す
。
当
該
箇
所
の
和
訳

で
は
や
は
り
、
「
ク
ッ
キ
ー
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
窓

ヘ

ラ

ー

ツ

ッ

カ

ー

は
「
白
砂
糖
」
で
で
き
て
い
た
と
あ
る
が
、
原
語
は

helle[r]
N
 uc
k
e
r
で、

「
明
る
い
色
」

の
（
あ
る
い
は
「
白
色
が
か
っ
た
」
）
「
砂
糖
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
の
窓
の
箇
所
は
「
氷
砂
糖
で
で
き
た
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
そ
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
パ

ン
の
家
」
全
体
が
甘
い
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
た
て
て
い
る
の
で
、
「
お
菓
子
の
家
」

と
い
う
意
訳
も
悪
く
は
な
い
。
「
パ
ン
」
に
し
て
も
「
焼
き
菓
子
」
に
し
て
も

「
白
砂
糖
」
に
し
て
も
、
ど
れ
も
が
人
の
手
を
介
さ
な
け
れ
ば
作
成
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
森
と
い
う
自
然
空
間
に
出
現
す
る
の
は
興
味
深
い
。

話
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
「
パ
ン
（
お
菓
子
）
の
家
」
に
た
ど
り
着
い
た
空

腹
の
二
人
を
、
家
主
で
あ
る
老
婆
が
中
へ
招
き
入
れ
、
「
ミ
ル
ク
、
砂
糖
入
り

パ
ン
ケ
ー
キ
、
リ
ン
ゴ
、
く
る
み
」
な
ど
の
ご
馳
走
で
も
て
な
し
、
白
い
シ
ー

-4- (153) 



ツ
の
張
ら
れ
た
綺
麗
な
ベ
ッ
ド
を
与
え
る
。
二
人
は
、
「
こ
こ
は
ま
る
で
天
国

み
た
い
だ
」
と
感
じ
休
ら
う
。
こ
の
老
婆
は
、
実
は
、
子
ど
も
を
食
べ
る
悪
い

魔
女
で
あ
り
、
ヘ
ン
ゼ
ル
は
閉
じ
込
め
ら
れ
て
太
ら
さ
れ
、
グ
レ
ー
テ
ル
は
こ

き
使
わ
れ
て
憂
き
目
を
み
る
。
そ
し
て
グ
レ
ー
テ
ル
が
、
パ
ン
焼
き
釜
で
魔
女

を
焼
き
殺
す
。
自
由
の
身
と
な
っ
た
二
人
は
、
魔
女
の
宝
を
手
に
し
て
家
へ
と(4) 

逃
げ
帰
る
。
帰
り
着
い
て
み
る
と
、
自
分
た
ち
を
捨
て
よ
う
と
発
案
し
た
継
母

は
も
う
死
ん
で
お
り
、
実
の
父
親
と
三
人
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

パ
ン
焼
き
窯
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
、
そ
も
そ
も
魔
女
と
は
何
な
の

か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
、
グ
レ
ー
テ
ル
の
殺
人
行
為
、
子
ど
も
達
の
窃
盗

行
為
へ
の
批
判
な
ど
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、

な
い
。
こ
の
甘
味
の
イ

メ
ー
ジ
に
は
、
実
は
源

流
な
る
も
の
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。

年
こ
こ
で
考
え
て
い
き
た

い
の
は
や
は
り
、
森
の

6
 

〇〇2
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奥
深
く
に
存
在
す
る

レテ
「
パ
ン
（
お
菓
子
）
の

‘
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レ
家
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

＂`
x

く
グ此

魔
女
の
魔
法
に
よ
る
も

）
 

の
だ
か
ら
、
何
で
も
あ

ゼンr
り
だ
と
い
う
わ
け
で
は

ヘ作レ,＇’ Iヽ
 

チンゞーA
 

図

さ
て
、
全
ニ
―
一
話
か
ら
な
る
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン

集
」
第
七
版
決
定
版
の
第
一
五
八
番
は
、
「
の
ら
く
ら
者
の
国
の
お
話
」

(
K
H
M
1
5
8
:
 D
a
s
 M
a
r
c
h
e
n
 v
o
n
 Schlauraffenland)

で
あ
る
。
「
シ
ュ

(5) 

2
ゥ
]
ラ
ッ
フ
ェ
ン
・
ラ
ン
ト
」
（
Schla[u]raffenland)
と
い
う
名
前
の

「
の
ら
く
ら
者
の
国
」
に
行
っ
て
来
た
者
が
語
る
自
慢
話
（
ホ
ラ
話
）
で
あ
り
、

内
容
が
奇
想
天
外
で
あ
る
。
「
の
ら
く
ら
者
の
国
」
で
は
、
「
枝
を
広
げ
た
菩
提

樹
に
な
ん
と
、
ホ
カ
ホ
カ
の
パ
ン
ケ
ー
キ
が
鈴
な
り
だ
っ
た
」
と
い
う
。
地
面

か
ら
生
え
た
菩
提
樹
の
実
が
、
火
を
通
し
た
パ
ン
ケ
ー
キ
だ
と
い
う
の
は
、
広

大
な
森
に
、
火
を
通
し
た
「
焼
き
菓
子
」
や
「
パ
ン
」
で
で
き
た
家
が
存
在
す

る
の
と
同
様
の
ミ
ス
・
マ
ッ
チ
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
国
は
、
「
甘
い
ハ
チ
ミ

ツ
が
川
の
よ
う
に
谷
間
を
流
れ
て
山
へ
と
登
っ
て
」
い
っ
た
り
、
カ
ラ
ス
が
草

刈
り
を
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
母
親
を
あ
や
し
た
り
す
る
不
思
議
な
国
な
の
だ
。

グ
リ
ム
兄
弟
は
、
文
化
、
文
学
、
言
語
、
歴
史
、
法
律
の
研
究
者
で
あ
り
、

大
学
教
授
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
活
か
し
て
二
人
は
、
『
子
ど
も
と

家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
第
二
版
（

j
-

八
一
九
年
）
刊
行
後
の
一
八
二

二
年
に
、
こ
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
の
『
注
釈
書
』
を
出
版
す
る
。
「
の
ら
く
ら
者

の
国
の
お
話
」
の
注
釈
と
し
て
彼
ら
は
、
「
こ
の
寓
話
」
が
、
「
中
世
に
源
を
発

す
る
」
と
記
し
て
い
る
。
正
確
に
い
う
と
こ
の
話
は
、
「
一
三
世
紀
の
古
い
ド

イ
ツ
詩
の
―
つ
に
由
来
し
て
」
お
り
、
ほ
ど
な
く
「
滑
稽
路
線
」
を
と
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。
ま
さ
に
自
慢
話
ホ
ラ
話
の
路
線
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
同
様
の

寓
話
が
、
「
疑
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
子
ど
も
の
た
め
、
茶
化
さ
れ
ず
真
面
目
に
登

*

＊

*
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わ
か
る
。

話
』
の
「
パ
ン

ま
ぎ
れ
も
な
く
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

ろ
が
、
決
定
版
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
「
パ
ン

は
、
屋
根
が
「
焼
き
菓
子
」
、
窓
が
「
白
砂
糖
」
で
で
き
て
お
り
、
こ
の
描
写

は
、
初
版
印
刷
前
の
手
書
き
原
稿
（
通
称
エ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
稿
）
か
ら
変
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

の
家
」
に
つ
い
て
、
当
の
グ
リ
ム
兄
弟
が
、
「
パ
ン
ケ
ー
キ
」
、
「
シ
ナ
モ
ン
」
、

「
砂
糖
の
家
」
と
、
少
々
違
っ
た
表
現
を
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

ッ
セ
ン
地
方
（
当
時
は
ヘ
ッ
セ
ン
国
）

そ
も
そ
も
グ
リ
ム
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
、
彼
ら
の
故
郷
へ

の
、
よ
く
似
た
話
（
類
話
）
を
総
合
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
（
南
部
ド
イ
ツ
）
の

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
類
話
に
は
、
「
魔
女
の
住
む
パ
ン
の
家
」
で
は
な

く
、
「
オ
オ
カ
ミ
が
住
む
小
さ
な
砂
糖
の
家
」
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
カ
ロ
リ

ー
ネ
・
シ
ュ
タ
ー
ル
が
刊
行
し
た
『
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
(
-
八
一
八
年
）
に
は
、

（
お
菓
子
）

き
た
「
砂
糖
菓
子
の
家
」

「
パ
ン

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
と
こ

（
お
菓
子
）

の
家
」

（
お
菓
子
）

「
砂
糖
細
工
の
小
さ
な
家
」
が
登
場
す
る
。
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
型
の

話
に
、
こ
の
よ
う
に
類
話
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
伝
承
文
学
研
究
者

で
あ
る
グ
リ
ム
兄
弟
は
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
『
グ
リ
ム
童

の
家
」
と
は
、
多
種
多
様
な
形
態
で
伝
承
さ
れ
て

の
一
っ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
小
さ
な
砂
糖
の
家
に
つ
い
て
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」
と
は
、

••••••••••••••••••••••• 

場
す
る
の
が
、
屋
根
が
パ
ン
ケ
ー
キ
で
葺
い
て
あ
り
、
梁
は
シ
ナ
モ
ン
で
で
き

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
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．
．
 

て
い
る
と
い
う
あ
の
小
さ
な
砂
糖
の
家
に
つ
い
て
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
な
の
だ
」
と

る。

ー
フ
が
、
「
の
ら
く
ら
者
の
国
」
話
と
関
わ
り
深
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
グ
リ

ム
兄
弟
は
「
注
釈
書
』
の
中
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
「
の
ら
く
ら
者
の
国
」

話
の
最
古
の
記
録
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
五
世
紀
ド
イ
ツ
の
職
匠
歌

人
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
の
笑
話
が
一
っ
。
そ
し
て
、
一
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー

ハ
チ
ミ
ツ
の
漆
喰
、
パ
ン
ケ
ー
キ
の
屋
根
が
あ

（
お
菓
子
）

ガ
ン
チ
ュ
ア
の
不
思
議
な
冒
険
詞
、
風
刺
小
説
）

ル
ト
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ル
ト
の
翻
訳
か
ら
次
の
箇
所

を
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
引
用
し
て
い
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
彼
方
三
マ
イ
ル
の
所
に
は
、

ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
の
梁
、

マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
・
ワ
イ
ン
の
湧
く
泉
が
あ
り
、

ミ
ル
ク
の
雨
、
砂
糖
マ
メ
の
雹
が
降
る
。
そ
こ
で
は
、
お
ふ
ざ
け
に
は
賃

金
が
、

い
ね
む
り
に
は
謝
礼
が
支
払
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
血
人

り
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
垣
根
、

こ
の
よ
う
に
、
「
の
ら
く
ら
者
の
国
」

の
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

(6) 

レ
ー
プ
・
ク
ー
ヘ
ン
の
壁
、

の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
調
理
さ
れ
た
肉
料

理
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
そ
し
て
何
よ
り
甘
い
食
べ
物
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

エ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
が
一
六
世
紀
に
作
成
し
た
木
版
画
に
は
、
レ
ー
プ
・

ク
ー
ヘ
ン
の
家
の
横
に
座
り
、
ご
馳
走
を
口
に
し
て
い
る
人
々
が
、
シ
ュ
ラ

「
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
・
シ
リ
ー
ズ
」
（
大
男
ガ
ル

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

の

「
パ
ン

*

＊

*

 

の
家
」

の
モ
テ
ィ
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J 

パ
ラ
ダ
イ
ス
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
は

池
肉
林
」

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
実
は
、

『 1,.....-:·.~ 。-
ロ
、、 図BErhard Schoenの木版画 "DasSchlauraffenlande" (16世紀）

パ動 界 国 歴 民 ツ リうパつつの れト
のとのは史衆フヒだラてま国こての
至し厳‘：：：：フエ タ ＾ ダ し り ← のい風
富 て し キ ° ァ ン l デイま‘と---, る景

蒻胃贔〗 f~ ぅヮ i~ ~ 塁は、誓層とし
在る律卜‘ジンユタあ美性とくマて
す--, の教こ l トラ l る食をどら 描
る酒反世のの Iラ・よの失の者 か

と
い
う
。
こ
の
ド
イ
ツ
語
で
「
シ
巴
乙
ゥ
]
ラ
ッ
フ
ェ
ン
・
ラ
ン
ト
」
と
い
う

「
コ
カ
ー
ニ
ュ
」

(
C
o
c
a
g
n
e
,
 

C
o
q
u
a
i
g
n
e
)
、
英
語
で
は
「
コ
ッ
ケ
ニ
ー
」

(
C
o
c
k
e
n
e
y
)
、
イ
タ
リ
ア
語

で
は
「
ク
キ
ャ
ー
ニ
ア
」

(
C
u
c
c
a
g
n
a
)

と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
こ
の
よ
う
な
飽
食
の
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
病
気
を
癒
し
た
り
若
返
ら
せ

[
ウ
]
ラ
ッ
フ
ェ
ン
・
ラ
ン

た
と
い
う
こ
と
だ
。

ー
お
お
の

た
り
す
る
「
生
命
の
水
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
も
縁
が
あ
る
。
日
本
で
い
え
ば
さ

し
ず
め
「
養
老
の
滝
」
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
リ
ヒ
タ
ー
は
、
こ
の
「
飽
食
の

楽
園
」
が
、
「
焼
き
菓
子
の
国
」
や
「
甘
味
の
国
」
を
指
す
傾
向
が
強
く
な
っ

た
の
は
、
グ
リ
ム
以
降
だ
と
指
摘
す
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
の
描
い
た
「
ヘ
ン
ゼ
ル

（
お
菓
子
）
の
家
」
が
、
後
世
に
大
き
く
影
響
し

「
こ
の
世
の
楽
園
」
あ
る
い
は
「
地
上
の
天
国
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
「
シ
ュ
ラ
万
写
ッ
フ
ェ
ン
・
ラ
ン
ト
」
は
、
厳
し
い
戒
律
の
反
動
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
戦
争
、
ペ
ス
ト
、
天
候
不
良
な
ど
に
起
因
す
る
民
衆
の
飢
餓
体

験
と
、
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
（
イ
レ
ー
ネ
・
ク
ラ
ウ
ス
「
美
し
い

挿
絵
の
焼
き
菓
子
年
代
記
』
）
。
飢
餓
と
飽
食
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
最
初
の
食
料
不
足
状
態
と
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
表

れ
る
、
食
料
充
足
願
望
と
し
て
の
「
パ
ン
（
お
菓
子
）
の
家
」
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
か
ら
も
、
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

の
家
」
と
、
「
の
ら
く
ら
者
の
国
の
話
」

つ
な
ぐ
も
の
、
そ
れ
は
、
普
遍
的
な
「
飽
食
」

（
お
菓
子
）

の
「
パ
ン
ケ
ー
キ
の
実
る
木
」
と
を

へ
の
願
望
と
、
特
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
飽
食
の
楽
園
」

て
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ
の
関
連
性
を
、
グ
リ
ム
兄
弟
自
身
が
認
識
し
て
い

『
グ
リ
ム
童
話
』

の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。
そ
し

ひ
さ
こ
・
文
学
部
准
教
授
ー

の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
グ
レ
ー
テ
ル
」

の
「
パ
ン

の
「
パ
ン
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＊
本
稿
は
、
『
「
大
き
な
か
ぶ
」
は
な
ぜ
抜
け
た
？
ー
謎
解
き
世
界
の
民
話
」

（
小
長
谷
有
紀
編
、
講
談
社
現
代
新
書
、
二

0
0六
年
）
の
第
二
章
に
執
筆

し
た
、
「
森
に
お
菓
子
の
家
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
？
グ
リ
ム
兄
弟
の
視
点
と

酒
池
肉
林
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
一
部
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
よ
り
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
同
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

注(1)
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
（
兄
ヤ
ー
コ
プ

と
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）
に
よ
っ
て
一
八
―
―
一
年
に
初
版
第
一
巻
、
一
八
一
五
年

に
初
版
第
二
巻
が
収
集
刊
行
さ
れ
た
。
一
八
一
九
年
に
第
二
版
、
一
八
―
二
七
年

に
第
三
版
、
一
八
四
0
年
に
第
四
版
、
一
八
四
三
年
に
第
五
版
、
一
八
五
0
年

に
第
六
版
、
そ
し
て
一
八
五
七
年
に
第
七
版
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
相
次
い
で

兄
弟
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
こ
の
第
七
版
が
「
最
終
決
定
版
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
る
。
決
定
版
に
は
、
二
0

一
の
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」
（
た
だ
し
通
し
番
号
は

二
0
0
番
ま
で
）
と
‘
1
0
の
「
子
ど
も
の
た
め
の
聖
人
伝
」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
通
し
番
号
一
五
番
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
、
『
子
ど
も
と
家

庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
の
原
語
（
ド
イ
ツ
語
）

K
i
n
d
e
r
 ,
 u
n
d
 

H
a
u
s
m
a
r
c
h
e
n
の
頭
文
字
K
と
H
と
M
を
と
り
、

K
H
M
1
5と
略
記
さ
れ
る
。

(
2
)

一
般
的
に
は
「
兄
妹
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
原
語
（
ド
イ
ツ
語
）
で
は
、

「
兄
妹
」
な
の
か
「
姉
弟
」
な
の
か
判
別
で
き
な
い
。

(
3
)
バ
ウ
ム
・
ク
ー
ヘ
ン

(
B
a
u
m
k
u
c
h
e
n
)

の
バ
ウ
ム

(
B
a
u
m
)

は
木
と
い
う

意
味
な
の
で
、
木
の
年
輪
を
思
わ
せ
る
切
り
株
型
の
断
面
を
も
つ
こ
の
お
菓
子

に
は
、
お
似
合
い
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
ろ
う
。

シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ム
タ
ー

(
4
)
「
継
母
」
（
Stiefmutter)
と
な
っ
た
の
は
第
四
版
(
-
八
四
0
年
）
か
ら
で
あ

ム

タ

ー

り
、
第
三
版
(
-
八
三
七
年
）
ま
で
は
単
な
る
「
母
」

(
M
u
t
t
e
r
)
、
す
な
わ
ち

「
実
舟
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
は
特
に
弟
の
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
よ
っ
て
改
編
改
作
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」
に
限
っ
て
は
、
特
に
第
四
版
と
第
五
版
の
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
出
版
さ
れ
た
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
テ
ー
バ
ー
の
『
ア
ル
ザ
ス

地
方
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
」
の
影
響
を
受
け
、
加
筆
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
第
七
版
決
定
版
を
使
う
。

(
5
)
「
シ
ュ
ラ
ウ
ラ
ッ
フ
ェ
ン
・
ラ
ン
ト
」

(Schlauraffenland)

は
、
「
シ
ュ
ラ
ラ

ッ
フ
ェ
ン
・
ラ
ン
ト
」

(Schlaraffenland)
と
も
称
し
、
後
者
の
方
が
一
般

的
で
あ
る
。

(
6
)
薬
味
と
ハ
チ
ミ
ツ
入
り
の
焼
き
菓
子
。
ク
ッ
キ
ー
よ
り
柔
ら
か
く
、
ス
ポ
ン
ジ

ケ
ー
キ
よ
り
堅
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
く
な
る
と
好
ん
で
食
さ
れ
る
、
い
わ
ば

ド
イ
ツ
の
冬
の
風
物
詩
の
一
っ
と
い
え
よ
う
。

世
界
の
民

出
典

図
A

小
長
谷
有
紀
編
『
「
大
き
な
か
ぶ
」
は
な
ぜ
抜
け
た
？
—
_
謎
解
き

話
」
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二

0
0六
年
）
、
四
九
頁
。

図
B

同
書
、
五
八
頁
。
〔
D
i
e
t
e
r
R
i
c
h
t
e
r
:
 
S
c
h
l
a
r
a
f
f
e
n
l
a
n
d
.
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 

einer p
o
p
u
l
a
r
e
n
 
Phantasie• 

K
o
l
n
 1984, S. 29.〕
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